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 ○ 下水道事業会計について

平成１９年度（見込）平成１８年度平成１７年度平成１６年度

3.06億円3.00億円2.97億円2.88億円下水道使用料

13.12億円11.88億円14.52億円12.30億円その他の収入

16.18億円14.88億円17.49億円15.18億円収入合計　　①

21.29億円18.88億円20.41億円16.91億円費用合計　　②

5.11億円4.00億円2.92億円1.73億円累積収支不足額　①－②

1.11億円1.08億円1.19億円1.58億円単年度収支不足額

　下水道施設は、生活環境の改善や公共水域の水質
保全などの役割を担い、快適な生活と良好な環境を
創る重要な都市施設であることから事業を推進して
きました。
　下水道事業は、公営企業に位置づけられ、その経費
については、下水道の経営による収入（下水道使用
料）をもって充てることが原則とされています。（独
立採算の原則）
　しかし、下水道財政は、下水道建設のために借り入
れた地方債（借金）の返済の増加等により経費が拡大

し、平成１6年度から実質的な赤字が生じました。
　これまで、経費の圧縮や職員数の削減、人件費の独
自削減を実施してきましたが、平成18年度末には、
約4億円、平成19年度末には５.1億円を超える収支不
足となり、このままの状態で推移すれば、毎年約1億
円の赤字が拡大していきます。
　今回の改定は、人件費をはじめとする経費節減を
前提に、下水道運営にかかる経費の負担を使用料負
担の原則に沿って見直し、単年度収支の改善を図り、
下水道財政の健全化を図るものです。
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 ○ 決算状況

　新たに、平成１９年から収支の改善策を検討してき
た結果、次のとおり解消策を策定いたしました。
� 低利金利の地方債に借換えます
　 平成１９年度から平成21年度に高金利の地方債（公
　 的資金の5％以上のもの）を低金利の地方債に借換
　 え、利息の軽減を図ります。（効果額H20～23：1億
　 3,000万円）
� 下水道への接続を増やします
　 平成２０年度から３ヵ年に限り、下水道供用区域内
　 の未水洗化世帯（新築を除く）を対象に、資金の貸
　 付制度を適用します。（従来は、供用開始3年以内
　 の水洗化工事に対し、資金の貸付制度を適用して
　 いました。）（効果額H20～23：5,600万円）
� 使用料の収納率を向上させます
　 悪質滞納者については、制度を見直し差し押えな

　 ど、強制手段を講じるなど、収納対策に努め、 
　 20年度以降は96.4％以上を目標とします。
　 （効果額H20～23：700万円以上）
� 経費の削減
　 人件費や経費の削減についても検討し人件費に
　 ついては、独自削減の拡大や職員数の削減を実施
　 します。 （効果額H20～23：3,100万円）
� 下水道管網整備の休止等
　 現在は、元町・南町地区の整備を行っていますが、
　 認可区域内の未整備地区である大町の一部、瀬越
　 町等につきましては､住民アンケートを実施して、
　 住民の意向を考慮して､工事を行います。
　 また、現在の整備計画は平成22年度までとなって
　 いますので､それ以降は休止を予定しています。

 ○ 収支改善策について

（※市議会（～3/25）において、内容の変更等が生じた場合は、次号にてお知らせいたします。）

【お問合せ】 この記事に関するご意見・ご質問等は、市・下水道課（電話４２-２０４９）までお寄せください。

今後も、更なる経営改善に取り組み、より効率的な事業執行に努めてまいりますので、
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

差額 ②－①改定使用料②現行使用料①水量区分

214円1,715円1,501円基本（8�）
家事用

39円240円201円超過（1�毎）

575円4,597円4,022円基本（20�）
営業・団体用

41円255円214円超過（1�毎）

463円3,702円3,239円基本（100�）
公衆浴場用

6円39円33円超過（1�毎）
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 ○ 収支予測の比較

平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度平成１９年度

10.21億円10.51億円10.52億円17.86億円16.18億円収　入収
支
改
善
前

19.64億円18.62億円17.63億円23.97億円２１.２9億円経　費

9.43億円8.11億円7.11億円6.11億円5.11億円不足額

10.44億円10.69億円10.65億円17.95億円16.18億円収　入収
支
改
善

17.62億円17.32億円16.96億円23.78億円２１.２9億円経　費

7.18億円6.63億円6.31億円5.83億円5.11億円不足額

11.00億円11.24億円11.20億円18.35億円16.18億円収　入料
金
改
定

16.11億円16.37億円16.56億円23.78億円２１.２9億円経　費

5.11億円5.13億円5.36億円5.43億円5.11億円不足額

　経費の圧縮に取り組んでもなお収支不足が生じる
ことから、使用料改定の検討を行ってきました。使用
料改定にあたり累積収支不足全体の解消が望ましい
と考えておりましたが、まず単年度収支を改善（単年
度収支均衡）し、経営の安定化を図ることを優先とい
たしました。20年度から23年度の4 ヵ年を基準に検
討して、平成19年12月27日上下水道事業運営委員会

に使用料改定を諮問いたしました。
　審議をいただいた結果、「使用料改定は、地方債の
返済額の増加から、やむを得ない。ただし､経費の圧
縮に努めること。」との内容の答申を受け、さらに、検
討を重ね、基本使用料14.3％、超過使用料19.4％の改
定をおこない、７月分として徴収される使用料から
適用することで決定しました。

 ○ 使用料改定
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■指定工事店
�４３・７７８９伊藤産業㈱

�４２・１２１２北都建設工業㈱

�４２・１６０１新日興建設㈲

�４２・３０８１㈱熱源

�４２・３３１１㈱ハチロ

�４２・１９５５㈱不二水道

�４２・３６１５北興機械㈱

�０１６６・６６・１９３０㈲シバタ建設

�０１２５・２４・０３５７㈱道央ハウジング

�４３・６２３４北川設備工業所

�０１６６・３３・８３９２㈱原田設備工業所

�０１２５・２４・２７３３㈲伊藤設備

�０１６６・６０・５５００大建工業㈱

�０１６６・５０・２７７２㈱キョウエイ

�０１６４６・２・３５９２北日本設備㈱

�４２・７０１９ﾌｼﾞﾔ住設工業㈱

�０１６６・２３・２５２８丸信衛生工業㈱

�０１１・７９１・３０００日南産業㈱

�４９・２３５５ナリタ設備
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入
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送
付
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みなさんの

ご協力を！

今年の工事個所はここここここここここここここここここここここです
平成２０年度の下水道工事予定箇所は、下の地図に表示した場所となっています。工事期間
中は、歩行者や車両の通行、騒音などでご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
※ なお、当初計画につき国道拡幅事業及び工法等の変更により施工箇所の変更があります。

下水道に関するお問い合わせは、市役所下水道課まで　　�４２・２０４９

悪質な訪問販売などにご注意を！

▼最近、全道的に下水道課職員を装うなどして、下水道管の点検、清掃、修繕などを
　行う業者が営業活動をしています。
�下水道課では、宅地内の排水管の清掃等を業者に依頼や斡旋はしておりません。
�流れが悪いと感じる場合は、先ずは工事を施行した指定店にご相談して下さい。

排水設備の管理責任は個人です

ディスポーザ（生ゴミ粉砕機）について

　簡単に流し台に取付けし、生ゴミを細かく砕いて水と一緒に下水道管に流せ
ますと販売されている「直接投入型（単体）ディスポーザ」は留萌市では使用で
きません。これを使用すると下水道管が詰まったり、硫化水素等（有毒ガス）の
発生、浄化センターの汚泥量の増加等公共下水道の機能を阻害します。ただし、
国が認定し、専用の排水処理設備付き「ディスポーザ排水処理システム」に限り
専門の維持管理事業者と委託契約の締結を条件として留萌市でも認めており
ます。排水設備設置申請の手続きが必要となりますのでご相談して下さい。

台所のごみや廃油を流さない

薬品やガソリンを流さない

オムツや水に溶けないテイッシュ
ペーパーを流さない

【雨水管整備】
� 船場町２丁目　市道東岸通りズコーシャ留萌
　 支店地先
【汚水管整備】（国道拡幅事業）
� 幸町３丁目　幸町児童公園地先～ヘアーサロ
　 ンみやまる 地先
� 泉町２丁目　市道泉２号通り近藤宅地先～池
　 田宅 地先
� 元町５丁目　市道北大通り・市道元町１・７・
　 ８・９・１０号通り 地先
� 南町２丁目　市道南町３・６・７・８号通り中
　 森電器 地先～石川美装 地先
� 元町１・２丁目　市道南川沿通り四十栄宅地
　 先～丸運トランスポート札幌留萌営業所地先
【舗装工事】（前年度仮復旧路線）
� 元町地区　市道東岸通り、市道元町２・３・９・
　 １１・１４号、市道北大通り地先
� 南町地区　市道南町３・５号通り
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